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抄 録

○ 手 掌 に 於 け る 淋 巴 腺 の 一 例. Eugen Davida, Ein Fa11 von einem Lymphknoten der Hobihand

 (Anatomischer Anzeiger. 58 Band, S. 397, 1924.)

著者 は偶 然68歳 の男 子の右手掌な剖 檢 し拇指 球 に於て表在性 の淋巴腺な登見せ り.

淋 巴腺 の位 置.拇 指球 の内側 に して短屈拇 筋の中央 内側斜 面に位 し其深 さは皮膚 直下に して挺指球 な被へ る

掌筋膜 の上 に存す.

大 さ及 び形状.一 側 の少 しく陷凹せ る完全な る豌豆状 の結節 に して 其長軸 に於 て8mm,幅4mmな 算 す.

領域.此 の淋巴腺 に出入ぜ る淋巴菅は幽微に して淋 巴管が小な る為只短距離 に追及 し得 るのみ,此 等の淋巴

管 は拇 指及 び示指 より來 り拇 指球 を上方(Proximalwarts)に 走 る.

對照.同 人の左手 掌な檢 ぜ しも斯 る淋 巴腺の痕跡 も發見 し得す.

既往 の業績.著 者が調 査ぜ しLiteraturに 於 ては手掌 に於 て淋 巴腺 の壁見 された るは絶 無な り, 1909年 迄 に

認 め られ た る凡 ての淋 巴腺 の異常 に關 す るBartelsの 著書 中に於 て も手掌淋巴腺 の記載無 し,又 最近のLiteratur

に於 て も手掌淋 巴腺 に類似 の淋巴腺或 は一般 に手掌に於 ける淋巴腺 に關 す る報 告は絶 無な り,只 之迄に上肢 に於

て報告 され た る淋巴腺 はMorgagni及 び陵にFrohseに 依て各 々1例 宛前膊の掌面 に於て登 見された る前膊淋巴腺

が あ るのみ.(解 剖,佐 藤抄)

○ 靜 脉 竇 と 左 腔 靜 脉 と の 關 係. Viktor Papilian und papa Rubin cluj K1ausenburg, Der zusammenhang

 des Sinus venosus mit der Vena cava sinistra. (Anatonischer Anzeiger. 57 Bd, S. 276, 1923-1924.)

靜 脉 竇 そ左 腔 靜脉 そが連 續 せ る例 に左 程 多 く存 す る ものに あ らす して 著者 は痙 攣 質 に て 死 せ る小 見 に就 て斯 る

例 な 報 告 ぜ り.

心 臓 の後 面に 於 て 心 室 の 上部 に て左 心房 の 下半 部 の 後 に當 りて 心 内腔 そ極 め て鮮 に 分離 ぜ るKorridorが 存 在

す.此 のKorridorは 左 側 に 左腔 靜脉 迄 延長 し右則 は 下腔 靜脉 迄 延 長 す,而 してKorridorは 上下 の 方向 に3cm,

横 の 力 向 に5cm心 算 す.此 の靜 脉 竇 如縦 斷 ずれ ば二 つ の壁 な認 む,一 は 左心房 そ匠 別 さ るる厚 き前壁,一 は 此 の

左 心房 の 上壁 が延 長 してな ぜ る後 壁 そす.此 の 二 つ の隆 起 に左 は 直接 左上 腔 靜脉 に續 き,右 は 下腔 靜脉 に 續 く.

而 して 右 上 腔 靜脉 に右 心 房 の上 壁 に 開 口 す.

心 臓 腔 内 の 檢査.心 室,靜 脉 口,房 中隔 等 皆 正 常 の 發育 を 示 し異 な る所 な し,只 此 に注 意 す 可 き はValvulae

 Thebesii und Enstachiが 甚 だ小 な る事 及 びLimbus fossae ovalis Vieaseniiが 幽 微 そなれ る事 な り.此 の 異常 の外

に 尚 ほ 一つ の 必 要な る異 常存 在 せ り,即 ち左 上腔 靜脉 は 大動 脉 弓 の 前 側 で正 中線 の左 側 な 下 り心 臓 に 達 し靜脉 竇

の 左 隆 起 に連 續 す,此 の左 上腔 罫 脉 に 一の 靜 脉 開 口す,其 は大 動 脉 よ り左 で脊 柱 の左 側 に沿 ひ 上行 ぜ る靜 脉 に し

て 此 は左 心 靜 脉 に相 當 す る もの な り,此 の 靜脉 は心 臓 そ同 じ高 さに達 し弓形 な な し大 動 脉 弓及 び肺 根 部 を 廻 りて

左 上 腔 靜 脉 に開 口す.

著 者 に 此 の 異 常 が 持 續 す ろ も生 命 に 差 し問 へ な き も此 の 小 見 に3歳 に して 死ぜ り.そ 報 告 ぜ り.
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實際に於 て靜脉 血は左腔靜脉及 び左心臓 靜脉か ら靜脉竇に依て左 心房に導 かれ 〓所 で右上腔 靜脉か ら注 がれた

血液 そ合流す,此 の異 常の胎 生學的 の説明 に批判 する迄 もな く明瞭 な るも尚ほ困難 な るは其交 互關係及び其連絡

を決定す る事な り.著 者 は此點に關 し恐 らく左 上腔 靜脉 の延 長及 び其媒 介に よる循環 の成 立に依 り此 の靜脉竇 が

胎生的の性質 を以て延デす る原因な らん そ想像せ り.(解 剖,佐 藤抄)

○ 心 筋 斷 裂 の 成 立 期 に 就 き て. S, Saltykow, Uber die Entstehung der Myocardfragmentation. (Zieg1ers

 Beitrage zur pathol. Anatomie and zur allg. Pathologie. Band 73, Heft 3, 1925.)

心 筋斷 裂 な る現 象 は總 て 死 戰 期 に 於 け る産 物 な り そは,現 今 一般 に 信 ぜ らる る 見解 な り.然 うに 著 者 は 普 通變

形 桿 菌(Bacillus proteus vulgarisに よ る亞 慢 性 中 毒に て死 去 ぜ る屍體 に於 て,心 筋 の 高度 な る斷 裂 を 認 め,且 斷

裂 片 の間 に炎 性 新 生結 締 織 の 侵 入 あ り.斷 裂 也 る筋 片 の或 る もの は變 性 に陷 り,又 或 る もの は肥 大 ぜ るを見 た り.

即 ち本例 は 亞 慢 性斷 裂 性 心 筋 炎 そ稱 すべ きな り.尚 ほ 急 性 汎 發 性 心 筋 炎の1例 に 於 て も亦 著 しき炎 性 細 胞 浸潤 を

伴 ふ 心 筋斷 裂 を認 めた り.

此 等の 事 實 に基 き心 筋斷 裂 は死戦 期 の み な らす,尚 ほ 生 前 に於 きて も よ く成 立 し得 べ き こそを 主 張 す.

(病 理,田 部 抄)

○ 死 後 喰 細 胞 作 用 に 就 き て. Willi Siemens, Postmortale Phagocytose. (Zieglers Reitrage zur pathol. 

Anatomie und zur allg. Pathologie. Band 73, Heft 3, 1925.)

著 者 は解剖 屍體 の鼻 甲 介 粘 膜 に葡 萄 状球 菌,鵞 口瘡 菌及 び墨 汁 を 注 入 して 白血 球 の喰 細 胞 作 用 を 檢 した り.血

管 中 の 白血 球 は全 身死 の 後久 しく喰 細 胞 作 用 を保 持 す る もの に して 死 後68時 間 迄 尚 ほ之 を認 む るを得 た り.白

血球 の喰 細胞 作用 に死 後24時 間 以 内 に あ りては 比較 的 強 盛 な る も,死 後50-60時 間 に て に 減 退 す.葡 萄 状球 菌

は注 入後 急 速 に 貪喰 せ らる る も,鵞 口瘡 菌 は 攝 取 さ る る こそ之 に比 して 緩 徐 な り.鵞 口瘡 菌 に 對 す ろ喰 細胞 作用

に 葡萄 状球 菌 及び墨 汁 に對 する よ り 早 く減 退 す.(病 理,田 部 抄)

○ 甲 状 腺 摘 出 後 結 果 の 知 見 補 遺, Emil Abderhalden, Beitrag zu, Kenntnis der Folgen der Schild

drilsenexstirpation. (Pftiiger's Archiv fur the gesammte Physiologie . 208. Bd. 3/4 Heft.)

著 者に甲状腺摘出後 の身體 的變 化に對 し次の疑 問を與へ 且 これ に答へた り.

1.甲 状腺摘出 「モル モッ ト」 に其の生殖 力に如何 なる關 係あ るか. 2.其 の子孫の敬 及び健康状態 は如何.

 3.甲 状腺摘出後時の經 過そ共に其の一般及び瓦斯新陳 代謝 に如何に變化 す るか. 4.障 碍ぜ られた る體温調 節

機 能は後 來再び囘復せ らるべ きや. 5.甲 状腺 摘出動物 の「メチー ル」基 蕨入作用 は如何. 6,甲 状 腺以外 の内

分泌 腺に對 す る關 係. 7.個 體的差別 は存在す るか. 8.甲 状腺摘 出後 一見全 ての症候 が囘復 ぜ しものの如 く

見 ゆ る ものに於 て尚ほ格段な る症 候を確 定 し得べ きや 即 ち甲状腺 の脱落後 再び動物體 内一般細胞 機能 の完全 なる

平 均を保 ち得 るや或 は常 に脱落症状 を遺存す る ものな るか.

生殖能力は明に減 退 す,吾 實驗 に於 て6疋 の正常 「モルモツ ト」は1年 間に16疋 の子を儲 け しに6疋 の無甲状

腺 「モルモツ」トは唯9疋 を擧 げた り,且 其の内2疋 の死産 そ2疋 の生存 不能の早 産あ りき,然 れ こも比較 的幼時

に手術ぜ しものに成績 よく3疋 の「モルモツ ト」より8疋 を生 じ2疋 の死産 の外健 康な りき,且 乳汁分泌 の減退 そ

早期の停止 そを認めた り.
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窒 素新陳 代謝 に關 しては手術 陵4週 間 までは非常に著 しく減 退せ しもそれ より漸 次囘復 して正常に近 き, 4乃

至6箇 月 に至れば正常に復 す,然 れぞ も個體 的の差別 の存 す るものに して或 者は症 状重 くして2乃 至8週 間 にし

て死 し他 は1年 以 上 も緩慢な る新 陳代謝を持續 するあ り.瓦 斯新陳代謝 も減 退す る も又一般 に3乃 至6箇 月後 に

は再 び正常に歸 る勿論 この場 合に も個體 的差別に よりて緩 急種 々な り.

體温 調節磯 能に關 してに正常動物 に比 し全 く異 る状態 を取 る ものに して 無甲状 腺動物は1或 は2度 の冷所に於

ては急 に體温 は降下 し吹 で徐 々に常温に返 る,こ の症 状 も時の經過 そ共に變 化す るもの に して2, 3箇 月の後には

不明瞭 そな る,但 し2例 に於 ては手術後16箇 月を經 て一見何 等の症状を呈 せざる時尚ほ著明な る調節障碍を表

はせ る ものあ りき.

甲状腺摘出動物は「テルル」酸に對 して鋭敏 に して正常動物に何等の障 碍なき分量の非經 口的投與に よりて 死す

るか或 は深 き昏迷 の後囘復す,こ れ「メチール,テ ル ル」の形成の緩 徐 又は減 弱に基 因す るな り.

無甲状腺動物の毛髪 は正 常に比 し殊 に脆 弱な り.

吾實驗 に於 て甲状腺摘出 後85%に 於 て殘留 せる上皮小體 の肥 大を, 60%に 於て腦 下垂體 の肥 大を, 25%に 於

て脾臓 の縮小 を,大 多數 に於 て副腎 の肥 大を,平 均 的に生殖腺の縮 小を實 見ぜ り.(生 理,高 橋抄)

○ 分 離 し た る 甲 状 腺 物 質 の 生 理 的 性 質 に つ き て. G. A. Maloff, Uber die Physiologischen Eigen

schaften der Substanzen der isolierten Schilddruse. (Pfluger's Archiv fur die gesammte Physiologie. 208. Bd.

 3/4 Heft.)

1.分 離 した る甲状 腺 の 血管 に對 す る毒 素の 作 用.

犬 に於 て甲 状 腺 を 分離 して 上甲 状 腺動 脉 よ り入 りて 下 甲状 腺 靜脉 に 出 る リ ンゲ ル ロツ ケ 氏液 を 以 てせ る灌 流試

驗 に於 て 「ア ド レ ナ リ ン」は 常 に 甲 状 腺 内 の血 管 々縮 小 せ しめ,「 ニ コ チ ン」は 其 の強 濃 度 に 於 ては 同 じ く縮 小 せ し

め.「 コ フエイ ン」は これ を 擴張 せ しむ,又 「ク ロ ー ルバ リウ ム」に液 の 流 出量 を 減 じ「ヒ ニ ン」は 又血 管 を據 張 せ し

む.

2.甲 状 腺 内灌 流液 の他 の分 離 ぜ る臓 器 に 對 す る作 用.

分 離 した る牛 の 甲状 腺 内 を灌 流せ る リンゲ レロツ ケ氏 液 は分 離 せ し家 兎 の耳 の血 管に 對 し收 縮 的 に 作 用 す,而

して この作 用は 甲状 腺 灌 流 の最 初 の 液 のみ な らす装 置後4時 間 に取 り し湛 流液 にて も起 る,又 この 液 は 蛙 の 分離

肝 臓,四 肢 及 び心 臓 に對 して は 直接 定 の影 響 を與 へ ざ る も間 接に は これ 等 の臓 器 に 對 す る「ア ド レナ リ ン」の作

用 を助 長 ぜ しむ,蛙 つ肝 臓 血管 に 對 す る「ア ド レ ナ リ ン」の 作 用 は初 め は それ を擴 張 ぜ しめ次 で縮 小 せ しむ る もの

な るが 甲状 腺 灌 流 液 は その 二 つ の場 合 阿 れ に も助 長 的 に作 用 す,而 して この 作用 も亦 灌 流當 初 のみ な らす 實 に 装

置 後4乃 至6時 間 後 の 液 中に も存 す.(生 理,高 橋 抄)

○ 神 經 の 比 較 的 興 奮 不 能 期 に 於 け る衝 動 の 傳 導 状 態. Gasser & Er1anger, The Natore of

  Conduction of an Impulse in the relatively refractory period. (The amer. Journal of Physiology. Vol. 73. No. 3.)

Braun tubeを 用 ゐ神 經 の 動 作電 流 を 標 準 そ して 神經 の比 較 的興 奮 不能 期 に於 け る衝 動 の 傳導 状 態 を蛙 の 坐 骨神

經(室 温)竝 び に犬 の 横 隔 膜 帥 經(37℃)に 於 て研 究 ぜ しに 兩 者 は 甚 だ類 似 せ る もの に して

1)Gotch及 びLucasの 見 る所 そ同 じ く神 經 の比 較 的 興 奮 不能 期 に 發 生 せ し反 應 は 遲 延す る もの に して 夫 は二

刺 戟 間 隔 の短 か きほ ぞ,又 傳導 距 離 の大 な る ほ ぞ著 明 な り.
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2)傳 導最初の數糎 は遲 延最 大な るも12糎 位 までは追 求 し得た り.作 圖 上では尚 ほデ く持續 するものな る事

を示す.

3)刺 戟 そ して短 かき感應電流刺戟を用ゐ るそ比較 的興 奮 不能 期に起 る反 應は正常反應同様に刺戟後直 ちに陰

極導 子の部に起 りその時間的關係 は正常 そ同 じき も動作電流張度 は小 さし.

4)青 蛙 の坐骨神 經に就 きての實驗 では興奮は遲延な しに出發 せ る事を示せ り.

5)之 等 の觀察か ら比較的興奮不能 期に起 りし反應の遲延す るのは全 然傳導 速度 の減退ぜ るに因す即 ちGotch

の説に左袒 す るものな り.

6)遲 延そ傳導距離 に關 して實驗的に簡單な る指數曲線 な得,之 よ り速度を算山 し,傳 導距離 そ速度 そに就 き

て作圖す る事 を得,そ れに依れ ば速 度は初 めの10cm以 内に殆 ぞ正常 値に近づ く ものな り.而 して尚ほ遲 延の結

果 次の神經の部は よりinrritable從つて速 度は早 くな るを以て遲 延は傳導 輩位距離 につ きては漸減的 に小 そな る.

7)比 較的興奮 不能 期の神經の反應の上行期は常 に同部の正常反應 の夫れ より も長 し.正 常に て も上行 期は傳

導 そ共 に長 くな る ものな るも反覆反應ぜば益々甚 しく最後の波の頂點は出發後段 々々々後れ行 く.

8)比 較 的興奮不能期 の早期に刺戟が與へ られ るそその反應 は小 さく傳導 そ共 に大 き くなる,若 し後期な らば

反應大に して傳導 そ共に小 くな り或 は初 め小 くな り後大 そな る.此 の増 加は反 應が比較的興奮 不能の神 經よ り發

する時箇 々の神經繊維 は傳導 そ共に(5)そ 同様理由で よ り大な る反應 を發す るに由 るもの に して 又反 應の減 じた

り反應時間の長 くな るのは正常波の形を減 じさす そ同原因に由 る もの な りそ説 明す る事を得.

9)上 記遲延 の形式は第 一第 二兩刺戟 が神 經の異な る二部 に與へ らるそき も同 じき部に與へ らるそき もLucas

の言の如 く同様で反應 は傳導 中に同様 に變 化を蒙 るものな り.

10)β 波 も比較 的興奮 不能神經部 では遲延 し,そ の度は α波 より著 し.(生 理,林 抄)

○ 紅 斑 性 狼 瘡 の 「ク リ ゾ ル ガ ン 」療 法 に 就 て.　 Heise, Beitrag zur Krysolganbehaudlung des Lupus

 erythematosus. (Dex mat. Wochenschr. Bd. 80, Nr. 26, 1925.)

結核 の金療 法は既に古 くより考へ られた る事 に して之 を發表ぜ るはFeldt氏(1913年)を 以て嚆矢 そす.尚 ほ

同氏 は「クリゾ ルガン」を も其 の治療に用 ひた り.

紅斑 性狼瘡 が今 日最早結核 そ無關係 の疾 患ぞぜ らるるも「クリゾ ルガ ン」を屡 々其 治療 の目的 に試み られた り.

此疾 患に對 して「クリゾ ルがン」の治療 成績 を勧 めて公にせ るはMartenstein氏 な り.爾 來多 くの治驗報 告あ るも

其價値 に就 きては一定 ぜす.

「クリソ ルガ'ン」の作用は尚ほ不明 に してUllmann及 びLevy氏 何れ も直接細菌 を死滅 せ しむ るにあ らす して 其

組織 を破潰 し關接 に滅菌す そ考ふ.細 菌多 く して組織 に乏 しき もの,例 へば尋常性痕瘡,肺 桔核 等は影 響を蒙 ら

ざる も細菌少 く して組織に富 め る皮膚結核竝に結核疹 には有数 な るが如 し.故 に「クリゾ ルガ ン」の作用 は間接 に

組織に作用 す るものに して之に二種 ありそ考へ らる.

1)特 效藥 そ して特殊の肉芽組識に滴 す. 2)抗 體 を作 るべ き重 金属盤 そして作用 す.且 此の ものに も他 の

重金囑藍 そ同 じく毒性 を有 す.

「クリゾ ルガ ン」に依 り副作用 そしてMattenstein氏 は種 々の 中毒性發疹,口 内炎,胃 腸「カタル」,四 肢痛,四

肢 の浮腫.腎 臓炎,後 發性 黄疸 等を擧 ぐ.其 他 二三死亡例の報 告あ り.其 死亡ぜ るものに於ては解剖 の際顔面 ,
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喉頭及 び縦隔膜内組織の急 性浮腫竝に萎縮腎に併 發せ る急性腎 磁炎 毎證明せ り.是 は「ク リゾ ルがン」に對 す る特

異質 ぞも解 す るな得べ し 「クリゾ ルが ン」の注 射前 毎囘精密な る尿竝 に「エオジ ン」嗜好細胞 の檢 査の外治療 中皮

膚,粘 膜 を よく觀察 し,口 腔,歯 牙の衛 生に注 意すべ き事 は豫 防策 そして必 要な り.

注 射量は各 入に依 りて異 るも0.05-0.1ccな 推奨 するあ り, 0.01-0.02を 最初の量 そす るあ り,「 サ リチ ル」酸

水 銀の筋肉内 注射を併用す るは效 果な し,注 射 の間隔 は8-10-14日 ぞす.著 者の經驗 にては局所反應は注射後

24-48時 間に起 りた る も全身反應 は唯 だ例 外的に見たるのみ.而 も重篤 なる症 状或は死亡例 には遭 遇せす,尚 ほ

屡 々大 量より初 めて後少量な使 用 して良好 なる結 果を取 めた り.

治 療成績に就 きては餘 り良好 な らざ りき.即 ち著 者の見解 に依れ ば「グ リゾ ルがン」は必す しも常 に確實 に作用

す る治療藥 にあ らす.

結論 そ して,「 クリゾ ルガ ン」は絶 對に信 す るに足 るべ き ものにあ らす,又 時 に副作 用な來 す.尚 ほ大量 に して

無效 の場合却つ て少量 な用ひて 相畠の效 果を收 めた り.

特 に強度 の異 常角化な示ぜ るものは治癒 困難 な り,「 ク リゾ ルガ ン」を在來の療 法 そ併 用す るは推奨 するに足

る.(皮 泌,内 田抄)

○ 紅 斑 性 狼 瘡 に 就 て. Binfofd Throne, Lupus erythematosus. (Archives of Decmat. & syphil. Vol. 12,

 No. 1, 195)

著 者は本症の原因的關係に對す る文獻 を略述 した るが 其内Barber氏 が本症 そ連鎖状球菌 その關係な見てその

「ワクチ ン」に て效果 あ りぞ説け るに就 て その追試な行 ひた り.即 ち内科的に完全な る檢 査な行へ る患者に就 き,

鼻,咽 喉,歯 牙等は それ ぞれの専門家に檢 査せ しめた り.尚 ほW. R.及 び結核に對 する補體 結合反應 或は結核に

對 す る皮膚 反應試驗竝に培 養等な試みた り.

結核 に基 く疾 患 そして7人 の尋常性狼瘡患 者に就 き この うち5人 に對 し前記 の諸法 な行ひた るも4人 は陰性,

 1人 は兩側肺 炎の變 化な示 こすこり. W. R.は 凡て(一),結 核 の補體 結合試驗 は1人 陽性 のみ.而 して結核菌栓塞

に よる疾 患 そ して11人 の結核 疹患者にW. R.全 部陰性に して,結 核 補體結合反應 に對 しては10人 に於て陽性な

示せ り.尚 ほ この反應 は18歳 の皮膚腺病の 少女及び右肺に變 化な有せ るBoeck氏 類肉種 の患者に陽性な りき.

即 ち尋常性狼瘡に於 ては結核 に對 する補 體結 合反應は只1例 に於 てのみ 陽性に反應 し14.28%の 陽 性率な り.こ

の事 實は陰性反應 セ示 す場合 は大體 外的傳染の ものに して,皮 膚結核 の毒力は大なる ものに非す,且 皮膚 より吸

收 さるる毒素 の量 は極 めて僅微 な るれ め補體 結合反應 に必 要な る物質な増加ぜ こむ るに足 らざる もの そ も看 るな

得べ きか.

結 咳疹 に對 する補 體結 合反應 は90.9%に し て前述 の少女の場 合を 合すれば91.66%の 陽性な示 す.紅 斑 注痕瘡

に關 してに38人 の患者を用ひた り.彼 等の病 竈は頭 部及び顔面にあ りき,舊 「ツべ ルクリ ン」の皮内注射 な行ひ

た るも1例 を除 く外は種 々の程度の陽性を示 せ り.併 し,本 反應陽性の場 合は非働性の結核 々示 す 電考へ られた

り, 6人 の患者に就 て皮膚 切片の動物接 種試驗な行ひ たる も凡て陰性に終れ り.

結核 の補體結 合反應 ば30人 の紅斑性痕瘡 患者に行ひ しが唯4人 が陽性な りき.此4例 に肺或 は頸部淋巴腺炎

に罹 患せ るものな りき.原 發竈 ぞ思は るべ き ものは26人 の患 者中24人 が歯牙,扁 桃腺,上 顎竇等の疾 患々有ぜ

り.數 例 の培 養試驗 にて連鎖状及 び葡萄 状球 菌々示 せる ものあ り.

原發竈 そ思は るる疾 患除 去の結果は紅 斑性痕瘡 の初期 に於て は多 少の好影響 を與へ しも病竈 に萎 縮の起れ るも
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のには原發竃除去 も何等の效果 な し.又 培養陽性な りし球菌の「ワクチ ン」にて治療 せる も效果を見 ざりき.

本症 の治療 に關 して凡て の方法を用ひた るも「ラヂウム」及 び雪状炭酸 以外 の ものは全 部無效 に終れ り.「 ラヂ

ウム」は少 くそ も2紅 斑量を使 用 し2mmの 「ゴム」そ0.1mmの 眞鍮にて濾 過す ろを適 當 そす.雪 状炭酸 は「ヲヂ

ウム」の代用品そ して應 用 し得べ く病竈 面に應 じ強壓 の もそに1-2分 間貼用すべ し.(皮 泌,藤 原抄)

○ 淋 菌 性 尿 道 狡 窄 の 一 新 治 療 に つ き て. Marselos, Eine neue Therapie gonorrhoischer Harnrbhren

strikturen. (Zschr. f. Urol. Bd. 19, N. 6, 1925.)

「ヂアデ ルミー」が,繊 維 溶解 作用 を有 する事 は,衆 知 の事實 な り.著 者は之を淋 疾竝 に その合併症 た る攝護腺

炎及 び副睾 丸炎,更 に淋菌性尿道狹窄に應 用 して本法 には繊維溶 解力 そ共 に,挾 窄に對す る擴張力 ある事を認 め

た り.今 之 を 「ヂ アテ ルミー」擴張法 電命名す,本 法には,前 尿 道用,後 尿 道用 のNr. 1-20の 「カテーヲ ル」あ

り,而 して使用 に際 しては,「 ヂ アテルミー」の一極 を 「カ デーデ ル」に,の 極 は.四 つ に分つて,そ れ ぞれ 陰

莖,腹 壁,會 陰及び脊柱 電連結 す.電 流の強 さ900-2600「 ミリアム ペア」,温 度42.0°-44.5°,持 續 時間20´-25´

な り.全 例16例,何 れ も高 度の狹窄 患者な りしが,幸 に本法にて良好な る成績を見た り,即 ち本法には次の 利

益 あ り. 1)非 觀 血的な る事2)凡 ての狭窄のみな らす,毛 様狹窄 に も應 用 し得 る事3)患 者 の疼痛 を速 に緩

解 し得 る事4)擴 張 の 果は割合に持緻 的な る事. 5)狭 窄療 法中,他 の淋 疾治療 も行 ひ得て,而 も合併症 を,

豫防 し得 る事等な り.(皮 泌,大 道抄)

93


